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概要 

 中学校理科における放射線に関する教材開発し，指導方法の検討を行った。放射線は目に見えず，福島第

一原子力発電所事故や原子爆弾などメディアを通した印象によって不安感や恐怖心を持っている人は少なく

ない。そのような中で人々が放射線に対して不信感を持っていることを考慮して CR-39 プレートという固体

飛跡検出器を用いた放射線源を直接用いることなく，放射線について実感を持って理解するためのドライラ

ボ教材の作成を行った。また，中学校で放射線について理解を深め，放射線と私たちの向き合い方を考えさ

せる指導方法を検討し，授業実践を行った。 
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Ⅰ はじめに 

2008 年告示の中学校理科学習指導要領に放射線に

ついての記載が加わり，1969年告示の学習指導要領か

ら 40 年ぶりに復活した。東日本大震災以降，社会に

おいて，放射線に対する不安が生じたり，関心が高ま

ったりする中では，学校教育での放射線教育は非常に

重要な事項である。また,福島第一原子力発電所事故

後から教科書でも放射線に関する基本的な性質や放

射線の外部被ばくなど放射線から身を守る方法がよ

り詳しく記載されるようになった。放射線は目に見え

ず線量が大きくなると被ばくによって私たちの健康

に影響を与えてしまうリスクがある。しかし，自然放

射線として私たちの身の回りにあるだけでなく原子

力発電や医療・農業・工業分野で広く応用されており，

私たちの生活に密接に関わっていることから私たち

は放射線と向き合っていく必要がある。そのような中

で，生徒が安全に実感を持ちながら放射線に関する理

解を深め，放射線や原子力発電について自らの見解を

見いだすことのできる教材を作成し，指導方法を考え

ることが必要であると考えた。基本的な考えとしては

生徒に放射線から自身の身を守るために放射線量の

高い場所からなるべく離れること，放射線源をできる

だけ厚いもので遮蔽をすること，放射線を受ける時間

を少なくすることを学び，放射線への対応を自己決定

できるようにすることが求められる。 

 本研究では中学校理科において生徒が安心感を持

ちながら放射線について学び，放射線と向き合うこと

のできる教材及び教育方法を検討する。 

 

Ⅱ 学校教育における放射線教育の位置付け 

1 学習指導要領での扱い 

 放射線に関しては，理科，技術，社会など複数の教

科で教科横断的に取り扱うこととなっている。本研究

では，授業実践に向けた教育方法を検討し，生徒が放

射線に関して主体的に思考し，判断できる資質能力を

育成することを目指した。今回は平成 29 年告示中学

校学習指導要領や解説を基に各教科と放射線に関す

る事項との関連について調べた。 
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 理科において第一分野㸦7㸧科学技術と人間 ア ࢚ࢿ

ー資源ࢠࣝࢿ࢚ࠕー㸦イ㸧ࢠࣝ にࠖついてࠕ放射線につ

いては，᰾⇞ᩱから出ていたり，自然⏺にもᏑᅾし，

ᆅ中や✵Ẽ中の≀質から出ていたり，Ᏹᐂから降りὀ

いでいたりすることなどにもゐれるࠖとされている。 

技術・ᐙᗞ科の技術分野においてࠕC ࢚ࢠࣝࢿーኚ

᥮の技術 㸦ࠖ1㸧生活や社会をᨭえる࢚ࢠࣝࢿーኚ᥮の

技術 イࠕ技術に㎸められたၥ㢟解決の工ኵについて

考えるࠖにおいてࠕ取りୖࡆた技術が，どのような᮲

௳のୗで，どのように生活や社会におけるၥ㢟を解決

しているのかをㄞࡳ取ることで，࢚ ーのኚ᥮やࢠࣝࢿ

ఏ㐩➼に関わる技術が，社会からの要求，生⏘から౑

用・ᗫᲠまでの安全性，出力，ኚ᥮のຠ⋡，⎔ቃへの

㈇Ⲵや┬࢚ࢠࣝࢿー，⤒῭性などに╔目し，電Ẽ，㐠

ື，⇕及びὶ体の≉性➼にも㓄慮して，᭱㐺໬されて

きたことにẼ௜かせることができるようにする。ࠖ と

ある。また，ࠕ原理・法๎の指導にᙜたっては，理科に

おける࢚ࢠࣝࢿー，電Ẽ，☢Ẽ，ᅽ力，㐠ືなど，関

ಀする指導ෆᐜを☜ㄆしたୖで，連ᦠがᅗれるよう㓄

慮する。ࠖとある。࢚ ーኚ᥮の技術についてᵝ々ࢠࣝࢿ

な㓄慮があることをẼ௜かせるために௚教科と連ᦠ

しながらᵝ々などⅬから技術について考えることが

求められるとᤊえた。 

社会科のබẸ分野においてはࠕD 私たちとᅜ㝿社会

のㅖㄢ㢟 㸦ࠖ1㸧ୡ⏺平࿴と人㢮の福♴のቑ大 ア㸦イ㸧

ー，㈋ᅔなどのㄢ㢟の解ࢠࣝࢿ࢚・ᆅ⌫⎔ቃ，資源ࠕ

決のために⤒῭的，技術的な༠力などが大ษであるこ

とを理解することࠖෆᐜの取り扱いについてࠕ᰾ර器

などの⬣ጾにゐれ，ᡓதを㜵Ṇし，ୡ⏺平࿴を☜❧す

るための⇕ពと༠力のែᗘを育成するように㓄慮す

ることࠖとなっている。また，学習指導要領解説にお

いてྠ項目でࠕ資源・࢚ࢠࣝࢿーに関わっては，᭷㝈

である資源・࢚ࢠࣝࢿーが不㊊してきていること，一

ᒙの┬資源，┬࢚ࢠࣝࢿー及びリࢧイクࣝなどの必要

性が求められていること，᪂しい資源・࢚ࢠࣝࢿーの

開発やその฼用が必要であることࠖとある。᰾ර器や

原子力発電などの放射線に関わる事項についてゐれ，

持⥆ྍ能な社会をᵓ⠏する資質や能力を生徒に身に

௜けさせることができるとᤊえた。 

学校教育において放射線を取り扱う㝿，各教科の≉

Ⰽを生かしてお஫いに関連させながら学習すること

で授業時数をᅽ㏕することなく行うことができるだ

けでなく各教科のෆᐜがつながり学習ෆᐜの深໬に

つながると考える。その中で中学校理科では放射線の

性質や✀㢮，放射線の身体への影響などを理解するこ

とが重要であると考える。 

2 中学校理科における放射線教育 

中学校理科における放射線の学習ෆᐜを教科書で

見てࡳると東ி書⡠ࠕ᪂⦅ ᪂しい科学 3ࠖの᭱後の

༢ඖであるࠕ༢ඖ 5 ᆅ⌫と私たちのᮍ᮶のためにࠖ

にて放射線の性質と฼用について学習することとな

っている。学習事項として主にᅄつに分けることがで

きる。 

一つは放射線に関する基本的な用ㄒの定⩏や㐪い

についての事項である。放射線，放射能，放射性≀質

などの放射線に関する用ㄒはΰྠしやすく，日常生活

でも間㐪った౑われ方をされていることが見られる。

このようにゝⴥの定⩏を᫂☜にすることが求められ

る。 

ḟに放射線の✀㢮についてである。放射線は大きく

分けて，原子᰾から出る⢏子㸦Ș線，ș線，中性子線

など㸧と，電☢Ἴ㸦X線，Ț線など㸧とがある。放射

線の✀㢮について学習するためには第一分野の໬学

領ᇦの⢏子に関する事項との⣔⤫性が重要である。 

東ி書⡠ࠕ᪂⦅ ᪂しい科学ࠖを基に中学校第 1㹼3

学年の⢏子のᤊえ方を⾲ 1に示した。ᑠ学校から中学

校第1学年において身の回りの≀質を重さのある⢏子

の㞟まりとしてᤊえて学習している。≀質がỈに⁐け

るᵝ子を⢏子の広がりで考えたり，≀質の≧ែኚ໬を

⢏子との⇕࢚ࢠࣝࢿーの関ಀから考えたりしている。

中学校第2学年において≀質を⣽分໬していくとそれ

以ୖ分๭できない᭱ᑠの⢏子，原子になること，すべ

ての≀質は原子や分子でできていることを学ぶ。原子

は໬学ኚ໬によってそれ以ୖできず，✀㢮によって質
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量や大きさが決まっていること，原子は໬学ኚ໬によ

って௚の✀㢮の原子になったり，ᾘ⁛したりしないこ

とを学習する。また，電Ẽの༢ඖにおいて電子のᏑᅾ

を学習する。中学校第 3学年において原子は原子᰾と

電子からできていること，原子᰾は原子の中心であり，

㝧子と中性子でできていることを学び，原子ෆのᵓ㐀

やイ࢜ࣥのᏑᅾを学ぶ。第 2学年から第 3学年にかけ

て⢏子ᴫᛕはより࣑クࣟにୟつ今までの原子のᴫᛕ

をそし᪂しいᴫᛕᙧ成をするため大きな飛㌍がある。

そこで第2学年の᪩いẁ㝵から放射線の学習を通して

原子のᵓ㐀についてゐれておくことで第3学年への⣔

⤫性を持たせることができると考える。 

୕つ目に放射線の性質とその฼用についての学習

である放射線の㏱㐣性や≀質の⤖合をษ断させኚ質

させる性質について学習する。そして，⌧௦社会で放

射線の性質を฼用している技術にゐれながら放射線

฼用と私たちの生活との関連を学習する。 

᭱後に放射線の人体への影響である。放射線にさら

されると⣽⬊がṚ⁛したり，DNAがᦆയしたりする。

放射線の人体への影響について Sv㸦ࢩー࣋ࣝト㸧や

Sv/h ➼の༢఩を用いて量的に理解することで日常生

活において受けている放射線量をᢕᥱする。その㝿，

ᩥ部科学┬㸦2018㸧が作成したࠕ中学生・高校生のた

めの放射線๪ㄞ本 にࠖあるように放射線から身を守る

方法についても学習し私たちの被ばくを㜵ࡄための

ල体的な行ືについて学習する必要があると考える。 

福島┴教育ጤဨ会が作成した平成 30 年ᗘࡩくしま

放射線教育・㜵災教育 実践事౛㞟㸦2019㸧によると中

学校理科における放射線教育は中学校3年間の࢝リ࢟

ࣗラ࣒の༢ඖの中に分ᩓさせ指導を行うことで学習

ෆᐜの深໬をᅗれることが示၀されている。 

以ୖのことから中学校理科の各༢ඖと放射線に関

する事項と関連させて指導を行うために༢ඖෆでの

放射線教育との関連をὙい出し中学校理科における

放射線教育の体⣔໬をᅗった㸦⾲ 2㸧。 

 

⾲ 1 中学校における⢏子ࣔࣝࢹのイ࣓࣮ࢪ 

⾲ 2中学校理科の༢ඖにおける放射線との㛵㐃㸦ᒸᮧᐃ▴ࡽ㸦2015㸧ࠕ᪂⦅ ᪂しい科学 1～3ࠖをᇶにసᡂ
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Ϫ 実践にྥけた教材の᳨ウ 

1 CR-39を用いたドライラボ教材 

これまでの放射線教育に関するඛ行研究や⳺⏣⪷

一㸦2017㸧の研究を基に，CR-39による放射線の飛跡

のほᐹ実験及びᩥ⊩調ᰝを行い，より科学的にṇ☜な

実験⣔を検討した。 

放射線の外部被ばくから身を守る方法として放射

線外部被ばくపῶ୕原๎ࠕ㊥離㸦放射性≀質とできる

だけ㊥離をとる㸧ࠖ，ࠕ遮蔽㸦放射性≀質との間に遮蔽

≀㸧ࠖ，ࠕ時間㸦線量が高いとこࢁに㛗く␃まらない㸧ࠖ

が▱られている。今回，CR-39を用いた෗┿教材を作

成することで，放射線の外部被ばくపῶ 3原๎を生徒

自身が見いだすことのできる教材を検討した。 

(1)CR-39について 

CR-39とは固体飛跡検出器の一つであり，ࣇクࣅ໬

学工業ᰴᘧ会社から BARYOTRAKという〇ရྡで，㈍኎

されている。CR-39はプラスࢵࢳクの一✀で，ࢳ࢚ࢪ

レࣥࢢリࢥーࣝ・ࣅス・アリࣝ࢝ーボࢿイト(C12H18O7)

のᾮ体࣐ࣔࣀーを重合させたもので↓Ⰽ㏱᫂のもの

である㸦㔠ᓮ┿⪽，2012㸧。 
CR-39 プラスࢵࢳクは Ș 線などのⲴ電⢏子に対し

て高い感ᗘを示し，放射線によるᦆയのほᐹがᐜ᫆で

ある。CR-39をⲴ電⢏子が通㐣すると，໬学⤖合がษ

断され，イ࢜ࣥの飛跡にἢって₯ᅾ飛跡と࿧ばれるࢼ

ーࣝのᦆയが生じる。放射線がධ射した㝿にᙧࢣスࣀ

成される₯ᅾ飛跡の大きさは，数 nmから数༑ nmであ

る。この₯ᅾ飛跡ができた CR-39を，ᙉアࣝ࢝リ⁐ᾮ

で࢚ࢢࣥࢳࢵฎ理を᪋すことによりയがᣑ大し，ග学

㢧ᚤ㙾で飛跡としてほ を行うことができる㸦㔠ᓮ┿

⪽，2012㸧。CR-39のᵓ㐀ᘧをᅗ 1に示す。中ኸの࢚ー

。合がᏑᅾする⤖ࣝࢸ合，その୧ഃに஧つの࢚ス⤖ࣝࢸ

これらのᐁ能基は，放射線の感受性が高いとされてお

り，これらの⤖合がษ断されることで放射線㸦Ș線㸧

の飛跡をയとしてほᐹすることができる㸦ᑠ平⪽，

2012㸧。 

(2)෗┿教材の作成方法 

本実験では CR-39に放射線源である直ᚄ⣙ 2mmࣔࢼ

▼ࢬ 1ಶを᭚㟢した。CR-39ୖに⏬びࡻうで放射線源

を⨨く場所に印をධれ，印のୖに放射線源の中心を接

するように固定した。CR-39に放射線源を᭚㟢する㸦᭚

す㸧ことでできたയを 75Υに⇕した 7.5 MỈ㓟໬ࢼト

リ࣒࢘Ỉ⁐ᾮに5時間ᾐすことで大きくした。その後，

࢝メラ௜き㢧ᚤ㙾を用いてᣑ大⏬㠃の中心と印を合

わせて放射線源を⨨いた中心が᧜影⏬㠃の中心に合

わせて᧜影する㸦ᅗ 2㸧。࢝メラ௜き㢧ᚤ㙾の 10ಸ対

≀レࣥࢬを用いて，CR-39の⦪⣙ 0.9 mm，横⣙ 1.4 mm

の⠊ᅖを᧜影し解ᯒを行う。解ᯒは᧜影した෗┿⏬ീ

を印ๅして放射線によってできたCR-39ୖの飛跡をィ

数することによって放射線量を᥎定した。 

CR-39とࣔࢬࢼ▼の㊥離㸦実験߇㸧，CR-39とࣔࢬࢼ

▼の間の遮蔽≀の厚さ㸦実験ղ㸧CR-39にࣔࢬࢼ▼を

᭚㟢する時間㸦実験ճ㸧の 3つの᮲௳をኚえて実験を

行った。 
それࡒれの実験᮲௳に関して⾲ 3に示した。実験߇
に関しては厚さ 3 mmの発Ἳスࣟࢳーࣝのᯈを 1㹼3ᯛ

重ࡡて㊥離を離した(ᅗ 3)。実験ճに関してࢸィࢩࢵ

ᅗ を㸰᫬㛫᭚㟢した▼ࢬࢼࣔ 2 CR-39の෗┿㈨ᩱ 

   ᑠ࡞ࡉ㯮Ⅼは㣕㊧でࡾ࠶㸪中ኸの㯮丸は線※

の位置をỴめるための༳で࠶る 

ᅗ 1 CR-39のᵓ㐀ᘧ 

㸦㸦㔠ᓮ┿⪽㸪2012㸧をᇶにసᡂ㸧 

⾲ 3 CR-39にࣔࢬࢼ▼を᭚㟢ࡍるྛ᮲௳ 

実験➀(距離) 実験②（遮蔽） 実験③（時間）
曝露時間 /h 2 2 0, 1, 2, 3
遮蔽物 /枚 0（なし） 0, 1, 2, 3 0（なし）
距離 /mm 0, 3, 6, 9 0（密着） 0（密着）
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ࣗ࣌ーࣃー㸦࣑࢝ၟ事ᰴᘧ会社〇࢚ࣔࣝࠕア 㸧ࠖを 2ᯛ

1 ⤌で 1 ᯛとして 1㹼3 ᯛ重ࡡていくことで遮蔽≀の

厚さを厚くした㸦ᅗ 4㸧。 

⤖ᯝをᅗ 5㹼7 に示した。各Ⅼに௜したㄗᕪ⠊ᅖは

±√飛跡の数である。放射線源から㊥離を離すことによっ

て飛跡の数がῶ少した㸦ᅗ 5㸧。ࢸィ࣌ࣗࢩࢵーࣃーの

ᯛ数㸦遮蔽≀の厚さ㸧をቑやすことによって飛跡の数

がῶ少した㸦ᅗ 6㸧。放射線源に᭚㟢する時間がቑえる

ことで飛跡の数がቑえた㸦ᅗ 7㸧。このことから，᧜影

した෗┿資ᩱを教材として用いて放射線飛跡のィ数

と実験⤖ᯝの解ᯒさせることで生徒に放射線源を直

接㏆࡙けずに放射線外部被ばくపῶ୕原๎について

実感を持って学ぶことができるドライラボ教材とし

て用いることができると考えた。 

実験ձについて㊥離を離したことで✵Ẽᒙによる

遮蔽ຠᯝの影響が考えられるためᐊ でアスࣆレー

ーを用いてࢱ 2 kPa以ୗにῶᅽした≧ែで検討を行っ

た。⾲ 4からῶᅽୗでも大きくᕪがないため本実験に

おいては✵Ẽᒙによる遮蔽ຠᯝは大きくないと判断

した。 

2 霧箱を用いた⮬↛放射線のほ察実㦂 

㸦1㸧霧箱とは 

㟝⟽はỈ⵨Ẽのจ⤖作用を౑って放射線㸦Ș線，ș

線㸧の飛跡をྍど໬できる⿦⨨である㸦ᅗ 8㸧。ᐜ器の

ᗏとഃ㠃をἛⅬのపい࢚ࣀࢱーࣝでᾐすことによっ

て࢚ࣀࢱーࣝのẼ体でᐜ器ෆを඘‶させる。そしてᐜ

器のᗏをᛴ⃭に෭やすことによって㐣㣬࿴の≧ែを

作る。この㐣㣬࿴≧ែの㟝⟽ෆを放射線が通㐣するこ

0
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ᩘ
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㣕
㊧
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ᩘ
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᫬㛫 /h

ᅗ 5 実㦂ձ㸦㊥㞳㸧の実㦂⤖ᯝ ᅗ 6 実㦂ղ㸦㐽ⶸ㸧の実㦂⤖ᯝ ᅗ 7 実㦂ճ㸦᫬㛫㸧の実㦂⤖ᯝ 

 のᯛᩘ /ᯛ࣮ࣃ࣮࣌ࣗࢩࢵ࢕ࢸ

ᅗ 4 実㦂ղのᵝ子㸦1࣮ࣃ࣮࣌ࣗࢩࢵ࢕ࢸᯛ㸧 

ᅗ 3 実㦂ձのᵝ子㸦㊥㞳 6 mm㸧 

⾲ 4 実㦂ձにおけるྛ᮲௳ୗでの実㦂⤖ᯝ 

 0 3 6 9
኱Ẽ中 119 9 5 3
ῶᅽୗ 91 9 2 1

㊥㞳��PP

㣕㊧のᩘ��ಶ

ᅗ 8 霧箱のᵓ㐀 

㸦኱㔝᪂一(2006)をᇶにసᡂ㸧 

Y=100e-1.0x 
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とによって࢚ࣀࢱーࣝがจ⤖して飛行ᶵ㞼のように

飛跡として⌧れる。この≧ែで LEDなどのග源で㟝⟽

ෆを↷らすことで放射線の飛跡をྍど໬することが

できる。これをࠕ放射線の飛跡ࠖと࿧ࢇでいる。㟝⟽

は放射線教育の教材として広く用いられている。 

 イࣝ霧箱の᳨ウ࢓ࣇ࢔ࣜࢡ(2) 

 クリア࢓ࣇイࣝ㟝⟽はᯘ⇊ᓫ(2015)による高感ᗘ

㟝⟽をもとに考᱌された㟝⟽で，ᒣ本ᾏ行とᑠᯘ┾理

子(2016)によって考᱌された。ᩥ ᡣලとして用いられ

るクリア࢓ࣇイࣝなど100෇ᆒ一のᑠ኎ᗑでᡭにධる

もので作ることができ，▷時間で作成することができ

る㸦ᅗ 9㸧。また，高感ᗘなので，放射線源を用ពしな

くても放射線の飛跡をほᐹすることができる。以ୖの

ことから生徒に私たちと放射線がඹᏑしている事を

実感させるために᭷ຠな教材であるとゝえる。 
クリア࢓ࣇイࣝ㟝⟽を用いて放射線源を⨨かずに

✵Ẽ中の放射線のほᐹを行った。ྡ ྂᒇ大学理学研究

科基本⢏子研究ᐊ :HE イトのᯘᘧ高感ᗘ㟝⟽に関ࢧ
する記㏙ではࠕ᭤がって㐍ࡴ飛跡がǃ線の飛跡である。
Ᏹᐂ線は⣽㛗くまっすࡄにఙびた飛跡である。ࠖࠕ数分

間に �回くらいの๭合で数 FPの㛗さの┿っすࡄな⃰
い飛跡が見えることがある。これは ǂ 線の飛跡であ
る。ࠖとされている。今回作〇したクリア࢓ࣇイࣝ㟝⟽

でも，᭤がった飛跡ࠊ▷い直線の飛跡ࠊ㛗い直線の飛

跡をほᐹすることができた。しかし，㐣㣬࿴ᒙができ

るまで時間がかかることがᠱᛕされたため実践に向

けてクリア࣍ࣝࢲー㟝⟽のෆഃୖ部に࢙ࣝࣇト生ᆅ

を௜けることによって࢚ࣀࢱーࣝがẼ໬し，㐣㣬࿴ᒙ

ができやすいように工ኵを行った。 

ϫ 中学校➨㸰学ᖺでの授業実践 

㸯 放射線にᑐࡍるព㆑ㄪᰝ 

(1)ㄪᰝᑐ㇟ 

中学校第 2学年㸦4学⣭ ィ 155ྡ㸧 

(2)ㄪᰝ᫬ᮇ 

2019年 11᭶ୗ᪪ 

(3)ㄪᰝෆᐜ 

放射線に関する授業実践を行うにあたり，生徒が放

射線に対してどのようなព㆑・▱㆑をもっているか，

アࣥࢣート調ᰝを行った㸦᭷ຠ回⟅⪅ 117 ྡ㸧。調ᰝ

項目については資ᩱ 1のとおりである。 
(4)ㄪᰝ⤖ᯝ࣭考察 

調ᰝ⤖ᯝについてはᅗ 10 のとおりである。放射線

というゝⴥは全生徒が⪺いたことがあり，福島第一原

子力発電所事故や放射線἞療などで⪺いている。放射

線に対してのイメーࢪについてはࠕⰋくないࠖࠕどちら

ともゝえないࠖという回⟅がከかった。放射線につい

てࠕⰋくないࠖイメーࢪを持つ理⏤としてࠕ福島第一

原子力発電所事故についてሗ㐨で見て༴㝤だと思っ

たからࠖやࠕ私たちの身体にᝏそうだからࠖなど福島

第一原子力発電所事故のሗ㐨から₍然とࠕ༴㝤 やࠖࠕ怖

い とࠖいうイメーࢪを持っている生徒がከく見られた。

放射線のイメーࢪについてࠕどちらでもないࠖと回⟅

した理⏤として放射線のリスクとメリࢵトの୧方を

ᣲࡆた生徒も見られた。しかし，ල体的にどのような

ᅗ イࣝ霧箱 ᅗ࢓ࣇ࢔ࣜࢡ 9 10 ஦๓ㄪᰝの⤖ᯝ㸦᭷ຠᅇ⟅⪅ᩘ 117ྡ㸧 
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༴㝤があるか，どのような活用がされているかᤊえて

いる生徒はいなかった。また，ࠕ放射線についてよく分

からないから なࠖど放射線というゝⴥは⪺いたことが

あるがよく理解していない生徒も見られた。放射線に

関する▱㆑をၥうၥ㢟でも⣙9๭の生徒が放射線に関

する▱㆑がᮍ⋓ᚓである。以ୖのことから生徒の実ែ

として放射線に対しては₍然と恐怖心や不安感をも

っており，ṇ☜な▱㆑を持ち合わせていないことが分

かる。 

このような実ែから，放射線に関する基本的な▱㆑

を習ᚓさせることで放射線に対して科学的᰿ᣐや᫂

☜な基‽を基に行ືする重要性にẼ௜かせる指導を

行う。また，放射線が私たちの生活にᙺ❧っている౛

を示すことで，放射線のメリࢵトとリスクの୧㠃があ

ることにẼ௜かせ，放射線と私たちとの関わり方につ

いて自分の考えを持つことができるような指導を目

指す。 
2 実践の実㝿 

2019年 12᭶，放射線の性質と฼用に関する༢ඖを

作成し，授業実践を行った。実ែを㋃まえて中学校第

2学年で放射線に関する指導を᏶⤖させるために合ィ

3時間分ィ⏬，実᪋した㸦⾲ 5㸧。 

3 実践のᡂᯝとࡲとめ 

(1)実践⤖ᯝ 

1᫬㛫┠ 

࣡ークࢩートの記㏙から放射線とはఱか㸦性質や✀

㢮など㸧本時で学ࢇだ事を用いながら自分のゝⴥで説

᫂するጼが見られた㸦⾲ 6㸧。 

自然放射線の飛跡のほᐹ実験において㟝⟽ෆに飛

跡が⌧れることに生徒も⯆࿡を持ち自然放射線のᏑ

ᅾを実感することができたと考える㸦⾲ 6㸧。実㝿に自

然放射線の飛跡をほᐹすることができた実験⌜もあ

ったが，飛跡がほᐹできなかった⌜やどれが飛跡なの

か分からない⌜にはணഛ実験で᧜影した㟝⟽ෆのື

⏬をಶูで見せることで放射線の飛跡がどのように

見えるかを示すことで放射線が自然⏺にඹᏑしてい

ることをㄆ㆑させることができた。放射線の飛跡がほ

ᐹできなかった原ᅉとして㐣㣬࿴ᒙができるまで༑

分な時間が㊊りなかったことや㟝⟽のୗ部の࢚ࣀࢱ

ーࣝ⁐ᾮのプーࣝにLEDが཯射してしまいほᐹをጉࡆ

たことが考えられる。㟝⟽のഃ㠃に✰をあけて LEDを

ഃ㠃から↷射することができればより放射線飛跡を

ほᐹすることができると考える。また，実践において

生徒が飛跡をほᐹすることはできたが線✀の判ูは

㞴しく，授業では≉にゝ及しなかった。事๓にほᐹ時

のどⅬを᫂☜に示すことが必要であると考える。 

グ㏙

ձ

≀యを通ࡾᢤけ㸪ཎ子の⤖ࡧつࡁをษ᩿ࡍ
るᛶ㉁ࡾ࠶ࡀ㸪ཎ子ࡽ࠿ฟる࢚࣮ࢠࣝࢿを
ᣢࡗた⢏子ࡸ㟁☢Ἴのࡇとࠋ放射線は༴㝤
Ꮡᅾしてࡶくて⮬↛に࡞けではࡔ実㦂ᐊ࡞
いるࠋ

ղ

放射線はཎ子ࡽ࠿ฟる⢏子ࡸ㟁☢Ἴの⥲⛠
で,放射線をฟࡍ≀㉁を放射ᛶ≀㉁,放射線
をฟࡍ⬟ຊを放射⬟といࠋ࠺放射線は≀㉁
を通ࡾᢤけるᛶ㉁࡝࡞ࣥࢤࢺࣥࣞ,ࡾ࠶ࡀに
౑ࢀࢃているࡲࠋた,ཎ子の⤖ࡧつࡁをษ᩿
ࠋる࠶ࡀるᛶ㉁ࡍ

放射線はࡼく⪺くࡇとࡔࡤけ࡝ࢀ,放射線に
㛵しては▱ࡗている஦ࡗ࠿࡞ࡰ࡯ࡀたࡇࠋ
の授業で,放射線のᛶ㉁࡝࡞についてࡔいた
い▱るࡇとࡀでࡁたࠋ㸦放射線の㸧㣕㊧を
ほ察でࡁるࢇ࡞ておࡶしࡗ࠿ࢁたࠋ

放射線とはఱ࠿

授業のឤ᝿

⾲ 6 1᫬㛫┠での⏕ᚐのグ㏙ 

᫬㛫 ୺࡞学習άື ᮏ᫬での┠ᶆ

1

放射線にᑐࡍるイ࣓࣮ࡸࢪ฼用౛を考࠼��放射線
の学習࡬⯆࿡࣭㛵ᚰをᣢつࠋ放射線のᐃ⩏��放射
線と放射⬟の㐪いをࠉ学習したᚋ࢓ࣇ࢔ࣜࢡ��イ
ࣝ霧箱を用いて⮬↛放射線��放射線の✀㢮とࡑの
ᛶ㉁についてయ㦂ⓗに学ࠋࡪ

࣭放射線の✀㢮ࡸᛶ㉁࡝࡞のᇶᮏⓗ࡞▱㆑を理解
ࠋるࡍ��
࣭霧箱にࡗࡼて⮬↛放射線の㣕㊧をほ察して放射
��線ࡀᡃࠎとඹᏑしているࡇとを理解ࡍるࠋ

2

放射線に㛵ࢃる༢位について学習ࡍるࠋ放射線の
㌟యの೺ᗣ࡬のᙳ㡪を㔞ⓗにᢕᥱࡍるࠋ
&5���の実㦂⤖ᯝを考察ࡍるࡇとでእ㒊⿕ࡤくのప
ῶ୕ཎ๎についてయ㦂ⓗに学ࠋࡪ

࣭放射線のேయ࡬のᙳ㡪を㔞ⓗに理解ࡍるࠋ
࣭実㦂⤖ᯝをᇶに放射線ࡽ࠿㌟をᏲる᪉ἲを考察
ࠋるࡍ��

3

放射線の᭷用ᛶについてᢕᥱしたୖで᪤習஦㡯を
用いて放射線のගと㜌について理解ࡍるࡑࠋして
௒ᚋ㸪放射線と࡝の࠺ࡼにྥࡗྜࡁていく࠿ࡁ࡭
考࠼るࠋ

࣭放射線と⚾たࡕの⏕άとの㛵ࡾࢃについて理解
ࠋるࡍ��
࣭放射線と⚾たࡕの㛵ࡾࢃ᪉について考࠼㸪⮬ศ
��の考࠼をᣢつࠋ

⾲ 5 授業実践の༢ඖィ⏬ 
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2᫬㛫┠ 

 人体への影響ということで生徒も自分事としてと

らえやすく⯆࿡を持ちながら授業に⮫ࡴጼໃが見ら

れた。放射線の人体の影響について量的に理解する活

ືについて，ึめて扱う༢఩ Sv に対して，どぬ的に

理解できる㊥離の༢఩ m㸦メートࣝ㸧などとは␗なり

直感的にイメーࢪできず᭱ึはᡞᝨいを感じていた。

しかし,自然放射線として日ࢁࡈᾎびている線量やレ

ࣥトࣥࢤ検ᰝ・CTス࢟ࣕࣥなど医療⌧場での人ཱྀ放射

線の線量，広島や㛗ᓮでの被ばくを᝿㉳させ大量の放

射線量を一ᗘにᾎびたときの人体への影響を説᫂す

ることで放射線量とその人体への影響に関する理解

につながったと考える。  

CR-39を用いた実験⤖ᯝの解ᯒは，ィ数の௙方につ

いて౛を示して説᫂することで生徒がṇ☜に෗┿教

材の解ᯒを行うことができた㸦⾲ 7㸧。さらに，実験⤖

ᯝを解ᯒし考ᐹするだけでなく，外部被ばくを㜵ࡄた

めල体的な行ືについての記㏙も見られた㸦⾲ 8ձ㸧。

しかし，遮蔽≀がࢸィࣗࢩࢵであったことから᭹を厚

╔することで放射線の外部被ばくを㜵ࡄことができ

るとㄗった考えにつなࡆた生徒がከくおり㸦⾲ 8ղ㸧，

解ᯒ後にᙉい線量や㏱㐣性の高い放射線に関しては

密ᗘの高い㖄などで遮蔽する必要があるとゞṇが必

要だった。 

3᫬㛫┠ 

 今までの学習を฼用して放射線の฼Ⅼと༴㝤性を

理解し，自身のゝⴥでまとめていた。放射線の༴㝤性

に対しての対ฎ法についてもල体的にまとめており，

放射線のメリࢵトとリスクの୧㠃にẼ௜くጼが見ら

れた㸦⾲ 9㸧。また，生徒が放射線の᭷用性と༴㝤性の

୧㠃を理解したୖで放射線とどのように関わってい

くか自分の考えをもっているጼが見られた㸦⾲ 10㸧。 
 本時のෆᐜは技術科でも取り扱えるෆᐜであるた

め，教科間で連ᦠすることでより，学習ෆᐜを深໬で

きると考える。 

(2)஦ᚋㄪᰝの⤖ᯝ 

授業実践後に事๓に行ったព㆑調ᰝとྠじෆᐜの

調ᰝを生徒に行った。事後での放射線についての調ᰝ

の⤖ᯝをᅗ 11 に示す。放射線に関する▱㆑をၥう質

ၥについてࠕはいࠖと回⟅する生徒が大ᖜにቑ加し，

自⏤記㏙ḍにおいても授業ෆで取りୖࡆた事を用い

て回⟅をしていた。このことから生徒が放射線に関す

る▱㆑を⋓ᚓすることができたと考えられる。また，

放射線に関するイメーࢪについて，ࠕどちらともゝえ

ないࠖと回⟅する生徒が 33.3 ࣏イࣥトቑ加した。放

射線のイメーࢪについての事๓調ᰝと事後調ᰝのኚ

໬について⾲ 11 に示した。放射線のイメーࢪについ

て実践๓にⰋくないイメーࢪを持っていた生徒が放

射線のメリࢵトとリスクにẼ௜くことができたと考

える。また，アࣥࢣートෆの自⏤記㏙についてྠ一生

⾲ 7 ⏕ᚐのグ㏙ࠕ実㦂⤖ᯝࡽ࠿ศࡗ࠿たࡇとࠖ 

グ㏙
A ㊥㞳ࡀ኱ࡁく࡞るとയのᩘࡀῶᑡした

B 㸦㐽ⶸ≀の㸧ཌࡉをཌくࡍるとയのᩘࡀῶᑡした

C 㸦᭚㟢ࡍる㸧᫬㛫ࡀ㛗く࡞るとയのᩘࡀቑ࠼た

実験

グ㏙

䐟
㸦線㔞ࡀ㧗いሙᡤに㸧でࡁるࡔけ㛗い᫬㛫ᒃ࡞い࠺ࡼ
にして㐲いሙᡤに㏨ࡆ㸪ቨࡀศཌいᘓ≀に⛣ືࡍるࠋ

②

たる᫬㛫࠶いで放射線に࡞くእにで࡭る࡞࣭
ࡍࡽをῶࠉ
࣭放射線஦ᨾの⌧ሙࡽ࠿でࡁるࡔけ㞳ࢀる
࣭᭹をཌ╔ࡍる࡝࡞して�᥋ࡍる㠃✚をῶࡍࡽ

⾲ 8 ⏕ᚐのグ㏙ࠕ放射線ࡽ࠿㌟をᏲる᪉ἲࠖ 

グ㏙

ᨺᑕ⥺䛾฼Ⅼ

࣭ேの⏕άを㇏࠿に
࣭㸦ཎ子ຊⓎ㟁㸧ఱࡶ␗ᖖ࡞ࡀけࡤࢀ⎔ቃに
ඃしいࡶࠉ
࣭་⒪㸪㎰業㸪ᕤ業ศ㔝でのά用

ᨺᑕ⥺䛾༴㝤ᛶ
（༴㝤ᛶ䜈䛾ᑐฎἲ）

኱㔞の放射線⿕ࡤくを࠺けるࡇとでࢇࡀのࣜ
ࡗࡲでしࢇᝏのሙྜ㸪Ṛ᭱ࡾたࡗࡲ㧗ࡀࢡࢫ
たࡍࡾる
Ѝ放射線እ㒊⿕ࡤくపῶ୕ཎ๎をᏲる

⾲ 9 ⏕ᚐのグ㏙ࠕ放射線の฼Ⅼと༴㝤ᛶࠖ 

グ㏙

䐟

༴㝤ࡶ࡞のとい࠺考࠼᪉をᣢࡕつつࡶ⚾たࡕの⏕άの
中ではᚲ要で࠶るといࡽࡕ࡝࠺の᪉ྥࡶࡽ࠿ぢていく
▱࡞放射線について㐺ษࠋしたࡲとᛮいࡔ኱ษࡀとࡇ
㆑をᣢࡗて㛵ࡗࢃていけࡤⰋいとᛮいࡲしたࠋ

②

放射線と⪺いてたࡔ༴࡞い㸪༴㝤ࡔとᛮ࠺のでは࡞
く㸪☜࠿に༴࡞いけࡶ࡝ࢀ⚾たࡕの⏕άを㇏࠿にࡍる
ためにはḞ࡞ࡏ࠿いᏑᅾでࡗ࠶て正しい理解をしたୖ
で正しくุ᩿して㛵ࡗࢃていくࡔࡁ࡭とᛮいࠋࡍࡲ

⾲ 10 ⏕ᚐのグ㏙ࠕ放射線との㛵ࡾࢃ᪉ࠖ 
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徒にὀ目すると，イメーࢪに対してල体的な᰿ᣐを持

って回⟅していた㸦⾲ 12，13㸧。 

(3)実践のᡂᯝとㄢ㢟 

アࣥࢣート調ᰝと生徒の記㏙から，生徒に放射線に

関する基本的な▱㆑を習ᚓさせ，放射線に対して科学

的᰿ᣐや᫂☜な基‽や᰿ᣐを基に行ືする重要性に

Ẽ௜かせる指導することができたと考える。また，放

射線が私たちの生活のᙺに❧っている౛を示すこと

で放射線の᭷用性と༴㝤性の୧㠃があることにẼ௜

かせ，放射線と私たちとの関わり方について自分の考

えを持てるように指導ができたと考える。本実践では

中学校第 2学年での実践に⤠ったが，今後中学校 3年

間で体⣔的に放射線に関する実践を行っていきたい。 
クリア࢓ࣇイࣝ㟝⟽や，CR-39を用いた෗┿教材に

は，放射線源を直接㏆࡙けずに生徒に実感を持たせな

がら放射線のᏑᅾや性質について理解させるຠᯝが

あった。クリア࢓ࣇイࣝ㟝⟽は࢚ࣀࢱーࣝのỈ㠃にග

が཯射してしまうため，ගのᙜて方を工ኵするなど，

自然放射線の飛跡がより見えやすいように工ኵする

వᆅがある。また，今回はドライアイスを用いたが，

より身㏆なものを฼用したᐮ材を用いることでより

工ኵのవᆅがある。CR-39を用いた෗┿教材において

も遮蔽≀をᵝ々な⣲材を用いて実験を行ったり放射

線源をኚえて実験を行ったりすることでより科学的

に᥈究できるᒎᮃがあると考える。 
 

Ϭ おࡾࢃに 

 本研究において中学校理科における放射線の性質

と฼用について生徒が実感を持って放射線について

ṇしく理解できる実践を行った。放射線に関わらず理

科において≀事を科学的に理解することは非常に重

要である。日本では 2ᗘの原子爆弾ᢞୗやࢽ࢟ࣅ⎔♋

でのỈ爆実験にᕳきΰまれた第஬福❳୸の事௳など

の放射線に関する事௳を⤒験している。また�福島第一
原子力発電所事故，東ᾏᮧ JCO⮫⏺事故，放射線に関

する事故も㉳きている。ୡ⏺的にもスリー࣐イࣝ島に

よる原発事故，ࣈࣀ࢙ࣝࢳイリ原発事故など放射線の

被ᐖは私たちの日常生活の中で✺然㉳こりうる。だか

らこそ私たちは放射線について༑分に理解し，放射線

から身を守る方法について自己決定できるようにな

ることが重要であると考える。その中で放射線と私た

ちの関わり方について᰿ᣐをもって自身の考えを持

つことが非常に重要であると考える。 
 

ϭ ㅰ㎡ 

 本研究にࡈ༠力していただいた௝ྎᕷෆ中学校の

ᅗ 11 ஦ᚋㄪᰝの⤖ᯝ㸦᭷ຠᅇ⟅⪅ᩘ 117ྡ㸧 

良い あまり良くない どちらとも言えない
良い 2 0 3 5

あまり良くない 6 9 43 58
どちらとも言えない 6 1 47 54

14 10 93 117

人
事後

合計

事
前

合計

⾲ 11 放射線にᑐࡍるイ࣓࣮ࢪのኚ໬  

⾲ 13 ⏕ᚐ Bの放射線࡬のイ࣓࣮ࢪにᑐࡍるኚᐜ 

放射線࡬のイ࣓࣮ࢪ グ㏙

஦๓ Ⰻく࡞い

⚟ᓥのཎⓎ஦ᨾ࡝࡞のࢫ࣮ࣗࢽで
Ⰻく࡞い༳㇟࠶ࡀるࢇࡀ⭢≦⏥ࠋ
につࡀ࡞る࡝࡞のヰを⪺いたࡇと
ࠋࡽ࠿る࠶ࡀ

஦ᚋ い࡞࠼ゝࡶとࡽࡕ࡝
授業で習ࡗた࠺ࡼにᵝ࡞ࠎ฼Ⅼࡀ
る࠶ࡶのᐖ࡝࡞くࡤ⿕る一᪉で࠶
ࠋࡽ࠿

放射線࡬のイ࣓࣮ࢪ グ㏙

஦๓ い࡞࠼ゝࡶとࡽࡕ࡝
⪺いたࡇとは࠶るけࡼ࡝くศࡽ࠿
ࠋい࡞

஦ᚋ い࡞࠼ゝࡶとࡽࡕ࡝
ᵝ࡞ࠎሙ㠃で⏕άを㇏࠿にして
くࢀるࡀ㸪༴㝤ᛶࡶకࠋࡽ࠿࠺

⾲ 12 ⏕ᚐ Aの放射線࡬のイ࣓࣮ࢪにᑐࡍるኚᐜ 
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ⓙᵝに深ㅰいたします。 
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